
日医発第 1923号（地域） 

令 和 ８ 年 ３ 月 ３ 日 

都道府県医師会 担当理事  殿 

 

公益社団法人 日本医師会          

常任理事 細川 秀一     

（公印省略）    

 

「緊急時における医療行為の法的免責に関する研究」報告会の開催案内について 

 

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。  

日本医師会、日本臨床救急医学会、日本災害医学会、日本救急医学会の 4 団体

では、災害時のトリアージには不確実性があるということを国民に広くお伝えす

ること、また医療者を守る法的・制度的な整備を国に申し入れることを目的とし

て「災害時のトリアージに関する合同委員会」を組織しております。 

同委員会では検討を重ね、令和 6 年 2 月に京都府にて開催された第 29 回日本災

害医学会総会・学術集会において、市民公開講座「災害時のトリアージを理解し

よう」を開催するとともに、国民に対する声明文を公表し、日本医師会のＨＰ上

（https://www.med.or.jp/people/triage/）でも公開をしております。 

今般、関連する研究事業として、厚生労働省行政推進調査事業費補助金「緊急

時における医療行為の法的免責に関する研究」（研究代表者 大友康裕 国立病院機

構災害医療センター院長）の報告会が下記の通り開催されることとなり、「災害時

のトリアージに関する合同委員会」の所属組織に対しても、会員への周知依頼が

まいりました。 

つきましては、貴会におかれましても、本件についてご了知いただくとともに、

貴会管下郡市区医師会及び関係医療機関への周知方につきご高配賜りますようお

願いいたします。 

記 

名 称：緊急時における医療行為の法的免責に関する研究  報告会 

日 時：2026 年 3 月 23 日（月） 15：00～16：40 

開催形式：オンライン（Zoom ウェビナー） 

詳細・申込 URL：https://forms.gle/rHrUzxwVRSij8LDy8 

(3 月 16 日（月）申込締切) 

https://www.med.or.jp/people/triage/
https://forms.gle/rHrUzxwVRSij8LDy8


2026 年 3 月吉日 

公益社団法人 日本医師会 御中 

                  厚生労働行政推進調査事業費補助金 

緊急時における医療行為の法的免責に関する研究 

研究代表者  大友 康裕 

 

厚生労働行政推進調査事業費補助金 

[緊急時における医療行為の法的免責に関する研究] 報告会 

周知ご協力のおねがい 

拝啓 春寒の候、益々ご清祥の段、お慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、

厚く御礼申し上げます。 

災害時のトリアージに関する合同委員会では、「会員に対するアンケート調査」「声明文

(国民向け）の発出」「市民公開講座開催」など、さまざまな成果をあげることが出来ま

した。ご協力を賜り改めて感謝申し上げます。 

 さて、当研究班は、令和 6 年より 2 年間、厚生労働研究を実施しており、研究成果を

広く共有するため、下記ならびに別紙のとおり報告会を開催する運びとなりました。 

内容として、合同委員会の取り組みに深く関わるものとなっております。 

 つきましては、誠に勝手なお願いではございますが、貴会の会員様・関係者様へ、  

本報告会の開催について周知・広報のご協力をいただけますと幸いです。 

お忙しいところ大変恐縮ではございますが、何卒お取り計らいくださいますようお願い

申し上げます。 

敬具 

記 

     名  称：緊急時における医療行為の法的免責に関する研究 報告会 

     日  時：2026 年 3 月 23 日（月） 15：00～16：40 

     開催形式：オンライン（Zoom ウェビナー） 

     詳細・申込 URL：https://forms.gle/rHrUzxwVRSij8LDy8 

以上 

 

  ＜問い合わせ先＞ 

一般社団法人日本救急医学会 

TEL：03-5840-9870 

Mail：office-jaam-umin.ac.jp 
担当：後藤 



厚生労働行政推進調査事業費補助金

[緊急時における
医療行為の法的免責に関する研究]

報告会

司会 阿南 英明（神奈川県立病院機構）

1. 研究代表者 大友 康裕（国立病院機構災害医療センター）

班研究の趣旨説明 10分

2. 森村 尚登(東洋大学）

医学チームからモデルケース説明 10分

3. 小西 敦（静岡県立大学）

法学チームからの回答・見解・今後整理するべき課題
30分（参加者からの質疑込み）

4. 久保野 恵美子(東北大学） 補足発言 10分

5. 平沼 直人（日本体育大学） 補足発言 10分

6. 総合討論 30分（参加者からの質疑込み）

合計100分予定

ＰＲＯＧＲＡＭ

お問い合わせ

一般社団法人日本救急医学会
TEL：03-5840-9870
Mail：office-jaam@umin.ac.jp

広報協力（会員への周知協力）

災害時のトリアージに関する合同委員会
（日本救急医学会、日本医師会、
日本災害医学会、日本臨床救急医学会）

https://forms.gle/rHrUzxwVRSij8LDy8


